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展覧会
情報

テ
ー
マ
展

伝
承
の
な
か
の
戦
国

　
　

  

― 

古こ

城
じ
ょ
う

図ず

・
布ふ

陣じ
ん

図ず

・
合か

っ

戦せ
ん

記き 

―

テ
ー
マ
展

特
別
公
開

テ
ー
マ
展

12
6月
日

14
7月
日

13
5月
日

9
6月
日

10
4月
日

10
5月
日

7
3月
日

7
4月
日

漆し

つ

芸げ

い

の
精せ

い

華か

　
　
　
　
　
　
　

  

― 

江
戸
時
代
を
中
心
に 

―

国
宝
・
彦
根
屛
風

彦
根
藩
御
用
絵
師 

佐さ

竹た
け

永え

い

海か

い

　
　
　
　
　
　

  

― 

写し
ゃ

山ざ
ん

楼ろ
う

か
ら
愛あ

い

雪せ
つ

楼ろ
う

へ 

―

鞍
全
体
に
銀
粉
を
密
に
蒔
い
て
沃い

懸か
け

地じ

と
し
、
前ま

え

輪わ

と
後し

ず

輪わ

の
外
側
に

は
衽

ち
き
り

文も
ん

が
七
宝
焼
で
、
内
側
に
は
金

蒔
絵
で
表
さ
れ
ま
す
。
前
輪
と
後
輪

の
間
に
渡
さ
れ
た
居い

木ぎ

の
両
端
に

は
、
金
蒔
絵
で
七
宝
繋
ぎ
を
描
き
ま

す
。江

戸
時
代
中
期
に
な
る
と
、
蒔
絵

と
と
も
に
ガ
ラ
ス
や
陶
片
、石
な
ど
、

従
来
の
漆
芸
で
は
用
い
ら
れ
な
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
寄
せ
た
作
品
が

制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

本
作
も
そ
う
し
た
作
例
の
一
つ
で

す
。
蒔
絵
と
七
宝
焼
で
衽
文
を
表
す

こ
と
に
よ
り
、
質
感
の
違
い
を
見
せ

つ
つ
、
全
体
を
調
和
さ
せ
る
巧
み
さ

は
、
漆
芸
師
の
表
現
力
の
高
さ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

～

３/ 
（　）7 土

４/ 
7 （　）火

テーマ
展

2020年

漆
芸
の
精
華

　
　
　
　

― 

江
戸
時
代
を
中
心
に 

―
銀ぎ

ん

地じ

七し
っ

宝ぽ
う

衽ち
き
り

文も
ん

鞍く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

当
館
蔵
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●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

 

３
月
～

月
６

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

3
7

（土）

4
7

漆し

つ

芸げ

い

の
精せ

い

華か

　
　

― 

江
戸
時
代
を
中
心
に 

―

古
来
か
ら
日
本
人
の
生
活
と
密
接
な
漆
。

漆
に
よ
る
装
飾
方
法
は
、
蒔ま
き

絵え

や
螺ら

鈿で
ん

、
彫

漆
な
ど
極
め
て
多
彩
で
す
。
特
に
江
戸
時
代

に
は
、
錫す
ず

や
陶
片
な
ど
、
様
々
な
素
材
を
用

い
た
表
現
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
技
法
は
多

様
な
展
開
を
見
せ
ま
し
た
。

本
展
で
は
漆
で
彩
ら
れ　
　
　
　
　
　
　

た
、
調
度
、
楽
器
、
刀
装
、　　
　
　
　
　
　

馬
具
な
ど
、
多
岐
に
わ
た　
　
　
　
　
　
　

る
漆
芸
品
を
井
伊
家
伝
来　
　
　
　
　
　
　

品
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
そ　
　
　
　
　
　
　

れ
ぞ
れ
の
作
品
が
持
つ
バ　
　
　
　
　
　
　

ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
表
情
を　
　
　
　
　
　
　

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
7
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（火）

展
示
室
１

特
別
公
開

4
10

（金）

5
10

（日）

国
宝

･

彦
根
屛
風

■
日
時　

4
月
11
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

髙
木 

文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

近
世
初
期
風
俗
画
の
傑
作
「
彦
根
屛
風
」。

舞
台
は
江
戸
時
代
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四

～
四
四
）
頃
の
京
の
遊ゆ
う

里り

と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
小こ

袖そ
で

や
髷ま
げ

、
煙き
せ
る管

や
洋
犬
な
ど
の
華

や
か
な
風
俗
、
毛
筋
の
一
本
一
本
に
至
る
ま

で
表
現
す
る
緻
密
な
筆
致
、
金
地
を
背
景
と

す
る
洗
練
さ
れ
た
構
図
、
琴き
ん

棋き

書し
ょ

画が

や
謡よ
う

曲き
ょ
く

「
芭ば

蕉し
ょ
う

」
な
ど
、機
知
あ
ふ
れ
る
「
見
立
て
」、

全
体
を
覆
う
静
寂
な
ど
、
多
様
な
魅
力
に
あ

ふ
れ
る
世
界
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

戦
乱
が
終
息
し
た
後
の
江
戸
時
代
、
か
つ

て
の
城
や
有
名
な
合
戦
に
関
心
を
寄
せ
、
情

報
を
収
集
す
る
人
び
と
が
い
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
情
報
は
語
り
継
が
れ
る
だ
け
で
な

く
、
文
字
で
記
録
さ
れ
、
ま
た
絵
図
に
描
写

さ
れ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
戦
国

の
城
や
布
陣
図
、
合
戦
記
な
ど
を
、
館
蔵
品

か
ら
紹
介
し
ま
す
。
江
戸
時
代
の
人
び
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
乱
の
時
代
を
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
よ
う
に
認
識
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
伝
え
た
の
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

探
り
た
い
と
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

■
日
時　

5
月
16
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

蔭
山 

兼
治
（
当
館
学
芸
員
）

　

＊�

関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
３
頁
参
照
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

5
13

（水）

6
9

伝
承
の
な
か
の
戦
国

 

― 

古こ

城
じ
ょ
う

図ず

･

布ふ

陣じ

ん

図ず

･

合か

っ

戦せ

ん

記き 

― （火）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

彦
根
藩
井
伊
家
十
二
代
直な
お

亮あ
き

、
十
三
代
直な
お

弼す
け

、
十
四
代
直な
お

憲の
り

の
三
代
に
仕
え
た
佐
竹
永

海
（
一
八
〇
三
～
七
四
）
の
作
品
と
画
業
を
紹

介
し
ま
す
。
奥
州
会
津
出
身
の
永
海
は
、
は

じ
め
狩
野
派
を
学
び
、
江
戸
に
出
て
関
東
文

人
画
の
雄
、
谷た
に

文ぶ
ん

晁ち
ょ
う

の
画
塾
「
写
山
楼
」
で

腕
を
磨
き
、
三
十
六
歳
で
彦
根
藩
に
召
し
抱

え
ら
れ
ま
し
た
。

「
八は
っ

宗し
ゅ
う

兼け
ん

学が
く

」
と
も
称
さ
れ
た
文
晁
の
多

彩
な
画
風
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
永
海

は
、
藩
の
あ
ら
ゆ
る
御
用
に
十
二
分
に
応
え

る
と
と
も
に
、

出
版
本
の
挿
絵

も
手
が
け
る
な

ど
の
活
躍
を
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

6
月
13
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

髙
木 

文
恵
（
当
館
学
芸
員
）

　

＊�

関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
３
頁
参
照
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

6
12

（金）

7
14

彦
根
藩
御
用
絵
師

　
　
　
　
　
　

  

佐さ

竹
た

け

永え

い

海
か

い

　
　

― 

写し

ゃ

山ざ

ん

楼ろ

う

か
ら
愛あ

い

雪せ

つ

楼ろ

う

へ 

― （火）鷲
図

2020
年

2020
年

※
6
／
23
は
休
館

弁
柄
叩
塗　
　
　
　

桐
紋
散
鞘
大
小
拵

佐
和
山
古
城
図

風
俗
図
（
彦
根
屛
風
）
部
分
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研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

湖
東
焼
に
お
け
る
陶
器
制
作

　

陶
器
は
、
粘
土
を
原
料
と
し
て
低
温
で
焼
成

で
き
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
容
易
に
制
作
で
き

る
や
き
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
古
く
か
ら
日

本
各
地
で
盛
ん
に
制
作
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
彦
根
で
焼

か
れ
た
湖
東
焼
に
お
い
て
も
陶
器
が
制
作
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
制
作
は
磁
器
に
比
べ
て
小
規
模

で
し
た
が
、
侘わ

び
た
趣
の
茶
器
や
古
九
谷
写
し

の
食
器
、寿
老
人
等
を
象
っ
た
人
形
の
置
物
等
、

そ
の
作
風
は
多
様
で
あ
り
、
し
か
も
、
土
の
温

か
味
や
素
朴
な
美
し
さ
を
生
か
し
た
高
度
な
表

現
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
た
め
、
陶
器
制
作
に

も
一
定
の
力
を
注
い
で
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
陶
製
湖
東
焼
は
あ
ま
り
注
目
さ

れ
ず
、
殆
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

湖
東
焼
に
お
け
る
陶
器
制
作
を
探
る
上
で
手

が
か
り
と
な
る
の
は
、
北
村
寿
四
郎
氏
の
著
書

『
湖
東
焼
之
研
究
』（
大
正
十
四
年
刊
行
）
で
す
。

本
書
は
、
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
や
旧
家
伝
来

の
古
文
書
等
を
も
と
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
根

拠
を
見
出
し
難
い
記
述
も
あ
り
ま
す
が
、
他
に

参
照
す
べ
き
資
料
が
な
い
現
状
で
は
、
貴
重
な

内
容
と
言
え
ま
す
。

　

同
書
に
は
、
湖
東
焼
を
始
め
た
絹
屋
半
兵
衛

の
窯
で
、
磁
器
を
主
体
と
し
な
が
ら
傍
ら
で
陶

器
の
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
絹
屋
の
窯

を
召
し
上
げ
て
始
ま
っ
た
藩
窯
で
も
陶
器
が
制

作
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

絹
屋
窯
や
藩
窯
の
他
に
、
近
辺
で
陶
器
制
作
を

専
業
と
す
る
窯
が
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
絹
屋
の
開
窯
以
前
、
文
化
年
間
の
末
か

ら
数
年
に
渡
り
、
仁
右
衛
門
と
い
う
人
物
が

原
村（
現
在
の
彦
根
市
原
町
）で
制
作
し
た
床
山
焼

と
、
天
保
年
間
に
瀬
戸
出
身
の
陶
工
久
平
が
開

い
た
久
平
焼
、
弘
化
年
間
に
こ
れ
を
引
き
継
い

だ
文
助
焼
で
す
。
久
平
と
文
助
の
窯
は
佐
和
山

に
あ
り
、
絹
屋
窯
お
よ
び
そ
の
後
継
で
あ
る
藩

窯
の
す
ぐ
傍
に
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
具
体
的
に
陶
製
の
湖
東
焼
作
品
を

取
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
写
真
は
、
井
伊
家
伝
来

の
陶
製
の
花
生
で
す
。
関
東
大
震
災
の
罹
災
品

で
、
底
部
に
「
湖
東
」
の
銘
が
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
掲
書
に
は
、
藩
窯
と
久
平
窯
、
文
助
窯

の
陶
器
作
品
の
一
部
に
湖
東
の
二
字
銘
が
入
れ

ら
れ
た
と
あ
る
た
め
、
現
存
す
る
湖
東
銘
の
陶

器
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
三
つ
の
窯
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
ま
す
。

　

本
品
の
湖
東
銘
は
隷れ

い

書し
ょ

体
風
で
、
印
の
枠
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
み
を
帯
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
点
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
目
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。
陶
製
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
焼
の
湖
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銘
の
多
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楷か
い

書し
ょ

体
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
、
実
は
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掲
書
に
、「
丸

味
の
あ
る
二
重
小
判
内
に
隷
書
で
湖
東
と
あ

る
」
印
銘
が
、久
平
窯
で
用
い
ら
れ
た
と
あ
り
、

ま
さ
に
、
本
作
の
銘
と
符
合
す
る
可
能
性
を
指

摘
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
印
は
後
世
に
も
使
い

回
す
可
能
性
が
あ
り
、
印
形
だ
け
で
制
作
者
を

判
断
で
き
な
い
た
め
、
作
風
に
つ
い
て
も
併
せ

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
品
は
罹
災
に
よ
り
変
色
し
て
い
ま
す
が
、

荒
い
砂
石
混
り
の
土
を
用
い
、
丹
念
な
篦へ
ら

削
り

を
施
し
て
成
型
し
て
お
り
、
侘
び
た
趣
の
あ
る

花
生
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
前
掲
書
に
久

平
の
作
品
は
「
厨
房
の
雑
品
ば
か
り
で
な
く
、

頗
る
雅
致
に
富
ん
だ
茶
器
、
菓
子
器
、
皿
、
鉢
、

花
瓶
な
ど
を
作
っ
て
数
寄
者
の
鑑
賞
す
る
所
と

な
っ
た
」
と
あ
り
、
本
品
の
侘
び
た
作
風
に
一

致
す
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
同
形
の
銘
を
有
す

る
陶
器
作
品
が
他
に
も
確
認
さ
れ
、
今
後
、
そ

れ
ら
と
共
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、
久
平
の

作
品
で
あ
る
か
否
か
も
含
め
、
具
体
的
に
制
作

状
況
を
解
明
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

湖
東
焼
と
い
う
と
、
一
般
的
に
は
絹
屋
窯
や

藩
窯
の
作
品
の
み
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
久
平
窯
な

ど
の
周
辺
の
窯
に
つ
い
て
も
今
後
研
究
を
進
め

る
こ
と
で
、
原
材
料
の
共
通
性
や
、
職
人
の
行

き
来
、
作
風
の
影
響
関
係
な
ど
も
見
出
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
丹
念
に
調

べ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
湖
東
焼
の
全
容
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
今
後
も
、
多
様
な
作
例
を
詳
細
に
検
討
す

る
中
で
、
湖
東
焼
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
奥
田 

晶
子
）

湖
東
焼　
　
　

陶
製
掛
花
生　

お
よ
び　

銘
部
分

催
し

講
座

　

当
館
学
芸
員
が
、
展
示
の
内
容
や
自
ら
の
研
究
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

①
私
の
研
究
最
前
線

　
「
彦
根
藩
の
武
具
制
作
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
情
」

■
日
時
・
演
題
・
講
師

　

3
月
21
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

第
３
講
「
足あ

し

軽が
る

の
武
具
」　　
　
　

北
野
智
也

■
内
容

　
　

本
講
座
の
テ
ー
マ
は
、
彦
根
藩
に
お
け
る
武
具

　

の
制
作
と
管
理
で
す
。
第
３
講
で
は
、
彦
根
藩
の

　

足
軽
に
よ
る
武
具
管
理
を
取
り
上
げ
ま
す
。
戦
時

　

に
は
武
具
を
用
い
て
戦
い
、
平
時
に
は
、
武
具
の

　

管
理
も
行
っ
た
足
軽
の
実
態
を
紹
介
し
ま
す
。

②
テ
ー
マ
展

　
「
伝
承
の
な
か
の
戦
国
」
関
連
講
座

■
日
時
・
演
題
・
講
師

　

5
月
30
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　
「
伝
承
の
な
か
の
戦
国

　
　
―
古
城
図･

布
陣
図･

合
戦
記
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　 

見
る
近
世
の
戦
国
観
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

    

蔭
山
兼
治

③
テ
ー
マ
展

　
「
彦
根
藩
御
用
絵
師　

佐
竹
永
海
」
関
連
講
座

■
日
時
・
演
題
・
講
師

　

7
月
4
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　
「
彦
根
藩
御
用
絵
師
　
佐
竹
永
海

　
　
　
　
　
　
　
―
そ
の
画
業
と
画
風
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

    

髙
木
文
恵

①
～
③
共
通
事
項

■
会
場　

当
館
講
堂

■
定
員　

各
60
名

■
資
料
代　

各
１
０
０
円

■
受
付　

当
日
受
付
（
先
着
順
、
講
座
の
30
分 

前
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
受
付
開
始
）
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ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

３
月
～

月
６

 

4
水　
　
　

休　

館

5月 4月 3月
11
土

6/
9 ～ 11

展示替により
一部休室

伝承のなかの戦国
―古城図・布陣図・合戦記―

5/13 ～6/9

テーマ展

彦根藩
御用絵師
佐竹永海

―写山楼から  
    愛雪楼へ―

6/12～7/14

テーマ展

漆芸の精華
―江戸時代を中心に―

3/7 ～4/7

テーマ展特別公開

国宝・彦根屛風
4/10 ～5/10

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

国
宝
・
彦
根
屛
風

　　　常設展示　“ほんもの”との出会い　

16
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

伝
承
の
な
か
の
戦
国

13
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

彦
根
藩
御
用
絵
師 

佐
竹
永
海

　
　
　
　
　

 

―
写
山
楼
か
ら
愛
雪
楼
へ
―

6月

3/
5・6

展示替により
一部休室

雛と雛道具
2/1 ～3/3

特別公開

 

23
火　
　
　

休　

館

25
土

30
土

講
座

「
伝
承
の
な
か
の
戦
国

　

 

―
古
城
図･

布
陣
図･

　
　
　

合
戦
記
か
ら
見
る
近
世
の
戦
国
観
―
」

募
集

　

古
文
書
解
読
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
教
室
「
古
文
書

の
み
か
た
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
講
日
時

　

４
月
25
日
、
５
月
９
日
、
５
月
23
日
、
６
月
６
日
、

　

�

６
月
20
日
、
７
月
11
日�（
全
６
回
、
い
ず
れ
も
土

曜
日
）
の
14
時
～
16
時

■
場
所　

当
館
講
堂

■
定
員

　

60
名
（
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
資
料
代　

５
０
０
円

■
申
込
方
法　

　

�

往
復
は
が
き
（
１
人
に
つ
き
１
枚
）
の
往
信
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返
信
の
宛
名
面

に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
当
館
「
古
文
書

の
み
か
た
」
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

　

＊
当
日
消
印
有
効

　

＊
受
講
の
案
内
は
、
４
月
10
日
（
金
）
以
降
に
通
知

　
　

し
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
館
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
く
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

①
教
育
普
及
事
業

　
　

小
学
生
対
象
体
験
講
座
の
運
営
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
（
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
準
備
、
指
導
補
助
）

　

②
催
し
物
事
業

　
　

能
・
狂
言
公
演
等
の
運
営
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
（
催
し
物
開
催
の
準
備
、
当
日
の
実
務
等
）

　

③
調
査
研
究
事
業

　
　

古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
等
の
古
文
書
解
読
）

　
　

＊
当
館
開
催
教
室
「
古
文
書
の
み
か
た
」
を
修
了

　
　
　

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
同
程
度
の
解
読
力
を
有
す

　
　
　

る
方
が
対
象
で
す
。

■
申
込
方
法

　

�

当
館
「
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
係
ま
で
、
お
電
話
に

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
土
日
を
除
く
８
時
30
分

～
17
時
）

＊
４
月
以
降
に
開
催
す
る
研
修
に
参
加
い
た
だ
き
ま
す

　
（
①
・
②
の
み
。
日
は
未
定
で
す
）。

＊
①
、
②
、
③
の
事
業
を
兼
ね
て
登
録
い
た
だ
く
こ
と

　

も
可
能
で
す
。

■
申
込
期
間　

３
月
13
日
（
金
）
ま
で

令
和
２
年
度 

支
援
ス
タ
ッ
フ
募
集

「
古
文
書
の
み
か
た
」
受
講
生
募
集

　
｢

友
の
会｣

に
入
会
し
て
、
歴
史
・
文
化
と
の
出

会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
会
員
特
典

　

①
会
員
証
で
彦
根
城
博
物
館
の
常
設
展
ほ
か
、
展

　
　

覧
会
が
観
覧
で
き
ま
す
。

　

②
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
や
博
物
館
だ
よ
り
等
を
お
送

　
　

り
し
ま
す
。

　

③
友
の
会
主
催
の
講
演
会
や
現
地
研
修
等
に
参
加

　
　

で
き
ま
す
。

■
会
員
期
間

　

入
会
時
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

■
年
会
費

　

一
般
会
員　
　
　

２
千
円
（
高
校
生
は
１
千
円
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小･

中
学
生
）　　
　

５
百
円

　

賛
助
会
員　
　
　

１
口
以
上
（
１
口
：
１
万
円
）

■
入
会
方
法

　

�

当
館
受
付
に
あ
る
入
会
申
込
書
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
郵
送
可
能
・
要
問
い
合
わ
せ
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

彦
根
城
博
物
館
友
の
会
事
務
局
（
中
野
）

　

＊
友
の
会
専
用
電
話
０
７
４
９ - 

４
７ - 

５
７
８
７

友
の
会 

会
員
募
集

7
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

漆
芸
の
精
華
―
江
戸
時
代
を
中
心
に
―

21
土

講
座

「
足
軽
の
武
具
」

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
①

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

5/
11・12

展示替により一部休室

4/
7 ～ 9

展示替により一部休室

23
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
③

9
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
②

20
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
⑤

6
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
④

＊
展
示
や
講
座
な
ど
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


